











重力解析一<Threedimensional model of underground structure in 
Osaka sedimentary basin -Bosed orgravity analysis incorporating 













となっている基盤岩. T'v1a-1， Ma 6属等の地層境界面を対比の対象とした。
重力の広域傾向面を補iF.すると，同所的な重力民常と基盤深度との間には良好な比例関係が認められる
ため，同所異常から基盤深肢を直接推定できることになるc しかし，このようにして得られる某税構造モ
デルには，断層などの短波長の地質jt素が反映されないため，より厳密な二次元重力解析が必要となる。
このような重力解析では街度構造に関するいくつかの拘束条件が不可欠である。これにはP波速度分布を援
用し，深度による密度増加も考慮した。最終的に得られた地ート構造モデルは既知の地質情報をすべて満た
しており，大阪堆積盆地の地質構造発達:史や地域環境・防災問題を考える卜.で、有効で、あると考える。
論文審査の結果の要旨
現在に引き続いている沈降堆積盆地の多くは大都市の形成・発展の場を提供し，そこには種々の自然災
害や環境問題に関する多くの要因が肝胎されている。 Z与野地下の楠造調査には，多くの労力と経費を必要
とし都市域特有の制限を伴うため，詳細な三次元構造を得ることはー・般に大変凶難な課題となっている。
先の兵庫県両部地震の発牛舎を契機に多くの機関によって各種の調査が行われ，大阪堆積盆地の地質資料は，
他の大都ITiでは例を見ない膨大量となった。それでもなお，得られた資料は盆地全体を覆うには量的に十
分とは言い難い。構造発展史の解明ならびに地域の環境・防災対策にとって不可欠となる盆地の基盤構造
1)-
を明らかにするため.筆者は新しい三次え重力解析を試みた。一般に重力を用いた地下構造解析では.解
が一義性に乏しいことから， 2層構造モデルの適用が余儀なくされ，他の地質調査資料との間に不自然性
が残るという難点がある。したがって，より詳細な地質調査のための先行調査として重力解析が実施され
る場合が多かった。
本論文では，このような従来の重力解析の視点を大きく転換し重力以外の各種地質調査資料を全て満
たすような重力解析手法の提示を行った。まず，現在まで得られている重力以外の地質調査資料から，電
力モデルを拘束するための多くの地質条件を抽出し，さらにこれを踏まえて物性分布構造をモデル化した。
このモデルより理論重力値が計算され.観測重力怖との残差が最小となるようなモデルの修正が行われた。
したがって.最終的には，最新の地質情報を満足した最適「地球物理学モデルJが得られることになる。
これらの過程の中で，筆音は随所に新しい試みを展開している。数多くの反射法地震探荷断面を崩いた屑
序学的対比では，損1]線上に位置する深層ボーリングの地質層序を基準に， より精度の高い手法を採用し，
広域にわたって，反射碁準面の追跡に成功した。地下の密度分布を拘束する手段として， ボーリング試料
の実測値と弾性波速度の考察による構成式を基礎に，反射法地震探査の速度解析結果から信頼性の高い街
度分布の見積りを行った。
得られた地下構造モデルには質的に異なる多くの拘束条件が満たされているため， これまでの地質学的
知識と矛盾することがないことから，今後の都市防災や地域計画に重要な役割を果たすことが期待される。
本論文は平野地下の地下構造研究の発展に大きく寄与しており，博士(珂学)の学位に値するものと審査
した。
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